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１．研究計画の概要 

世界各地で同時発生した「モダニスト四重奏
文学」を、社会的・歴史的コンテクストに注
目しながら共時的に分析する。古代ギリシャ
の時代から、世界観・宇宙観と密接な関わり
を持ってきた「４」という数字が、なぜ、モ
ダニズムの時代に世界各地の音楽と文学の
中で「四重奏」という形をとって爆発的に復
活したのかを深く掘り下げていく。 

 

２．研究の進捗状況 

この研究の出発点は、２００８年にアメリカ
で出版した通時的研究書 The Influence of 
Music on American Literature Since 1890: 
A History of Aesthetic Counterpoint である。
この中で扱った  Musico-Literary Studies 

という理論を土台に、今度は共時的な視点か
らモダニスト四重奏文学に注目してきた。こ
の３年間は、前出の研究書の中で扱った理論
や作家・作曲家・作品についてのさらなる分
析を進めつつ、新たに研究対象として加えた 

Jean Rhys の  Quartet や 、 Lawrence 

Durrell の  The Alexandria Quartet 、
Virginia Woolf の “The String Quartet” な
どの作品を読み込んできた。毎年、各段階の
研究成果を論文や学会発表という形で示し
ている。例えば、Durrell 作品についての分
析 は 、 こ れ ま で 取 り 組 ん で き た 

Musico-Literary Studies や C. G. Jung の 

“One and Four” という考え、 Vladimir 

Nabokov の  Quartet や  T. S. Eliot の 

Four Quartets などについての研究成果と
効果的に関連付けながら、「モダニスト四重
奏文学」というコンテクストの中で論文や学
会発表にしてきた。海外での研究書・論文の
出版や国際学会での発表など、なるべく厳し

い審査基準を選んで研究発表を進めている
ので、研究の各段階の積み重ねはしっかりで
きているのではないかと思う。また、毎年ア
メリカの図書館に出張し、資料収集も行って
いる。 

 

３．現在までの達成度 

○2 おおむね順調に進展している。申請書で計
画した通り、毎年、研究書・論文の出版や学
会発表を積み重ねることができているため。
また、２０１１年度中に学術誌に応募して査
読を受ける予定の論文も２本執筆中である。 

 

４．今後の研究の推進方策 
今まで通り、「モダニスト四重奏文学」とい
う点で重要な作家・作品の分析を進めて発表
していく。今現在取り組んでいるのは、 
Durrell と Richard Powers の作品にまつ
わる２本の論文の執筆である。その後は、 

Thomas Mann の Doctor Faustus の分析
に集中する予定。発表方法については、特に
英語論文という形にこだわり、この研究課題
の最終年度には、少しずつ積み重ねた成果を
アメリカで２冊目の研究書として出版でき
るよう、プロポーザル等の準備をしていく。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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